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なる。ディスクが水平に飛んでいないため，風の力の影響を大きく受けるのである。

ピボット
ルールでは，プレーヤーがディスクの所有権を得たらピボット脚（軸足）を設定

しなければいけないことになっている。これは，グラウンドの1点に片方の足を固
定することを意味している。ただし，他の足は自由に動かしてよい。

アルティメットに慣れてきたら，フォアハンドからバックハンドへのスムースな
切りかえ動作のトレーニングに取り組んでほしい（図14）。この一連の動作を，
「ピボットpivoting」という。ピボットは，身体の動きを変えるスローワーの技術
で，ディフェンスのマーカーをかわすために，あるスロー位置から別のスロー位置
に移るために使われる。なお，マーカーとは，スローワーをガードするディフェン
スのプレーヤーのことである。ピボットはゲームをするうえで欠かせない技術であ
る。

ピボットは，スローワーのスロー範囲を広げることを可能にするばかりでなく，
ときとしてフェイントをかけるためにも用いられている。スローワーは，ピボット
でマーカーと他のディフェンダーのバランスを崩しながらも，フィールド全体の状
況を把握していることが大切である。

● 基本編
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図14 フォアハンド・スローからバックハンド・スローへのピボット

● キャッチング

両手を使ったキャッチ
ディスクは，両手でキャッチするのが効果的で安全である。「可能な場合は常に

両手をつかう」のは，常識といっていい。「クランピング・キャッチclamping
catch」は，リムをつかむディスクの正面へ手の平を向けるというスタイルをとる
（図 15）。レシーバーは，キャッチを完全にするためにディスクのリムを手で握る。
そのとき，ディスクの前のエッジをつかむようにする。ディスクが胸より高く飛ん
できたときには，親指を下にしてキャッチする。また，胸より下の場合は，親指を
上にするのがふつうである。
他には，「サンドイッチ・キャッチsandwich catch」とよばれているタイプもあ

る（図 16）（「クラップ・キャッチ clap catch」または「パンケーキ・キャッチ
pancake catch」ともいう）。指を広げ，片方の手をディスクの上に，もう片方を
下にしてはさみこむ。ディスクの中央部が，サンドイッチする中心になる。

Chapter 1 アルティメットの基礎
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図15 クランピング・キャッチ 図16 サンドイッチ・キャッチ


